
伊東順二東京藝術大学社会連携センター　特任教授

「風景と心の修景および創景事業」は失われた故郷の風景を

たくさんの断片的な記録から映像表現作品として再生し

その美しい思い出をみずみずしく保っていこうという企画です。

心の中に残る風景は私たちの文化の基盤です。

つらい時間の向こうにあったのは

長い歴史に育まれた美しい人と自然の調和でした。

その記憶を生き生きと蘇らせることで皆さんとともに

新しい風景とふるさとの創造にも

ヒントと貢献を提供したいと思っています。

主催：風景と心の修景および創景事業プロジェクトチーム　東京藝術大学社会連携センター
NPO法人グローバル・スポーツ・アライアンス／OVAL HEART JAPAN／NPO法人20世紀アーカイブ仙台

3月28日
2014年

（金）

場所 リアスホール
（大船渡市民文化会館・市立図書館）
マルチスペース・アトリエ・展示ギャラリー・和室

参加無料 プログラム

8：30 ～
10：00 ～
10：15 ～
10：30 ～
13：30 ～
15：00 ～
16：00 ～
16：30 ～

「建築を語る朝ごはん」
モーニングコンサート
はじめに
パネルディスカッション 「ふるさとの修景と創景」
絵画ワークショップ 「未来の大船渡を描こう」
「懐かしの大船渡を語ろう」
東北 地元ムービーコンテスト in大船渡
上映＆コンサート 〈よみがえる大船渡〉

司会：田村 華恵（FMねまらいん・パーソナリティ）

復興庁

先導モデル事業

「新しい東北」

後援：復興庁（予定）、大船渡市教育委員会、NPO法人 防災・市民メディア推進協議会
FMねまらいん
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̶みんなでつくる未来の風景̶




